
福井県衛生環境研究センター研究員活動報告 概要 

発表演題名 農産物の残留農薬検査について 

取材先 FBC ラジオ（ラジオキャンパス） 

担 当 小西 伊久江（保健衛生部） 

取材場所 福井放送株式会社 ラジオセンター 

放送日時 平成２１年５月２日(土)17:25～17:45、３日(日)7:40～8:00  

概 要  まず、衛生環境研究センターと保健衛生部食品衛生研究グループの業務

を紹介した上で、以下のことについて説明をしました。 

 

１．食品から想定外の化学物質が検出された事件等について 

・中国製冷凍ギョウザの農薬混入事件 

・ペットボトルのお茶の除草剤混入事件 

 検査を行った食品からは残留農薬等は検出されませんでした。 

 

２．残留農薬等のポジティブリスト制度について 

  ポジティブリスト制度は、平成１８年５月２９日に食品中に残留する

農薬等の規制を強化する新しい制度として導入されました。 

  この制度は、一定量を越えて農薬等が残留する食品の販売を原則禁止

するという制度で、従来の制度とは異なり、全ての農薬についての規

制となりました。 

 

３．農薬の分析検査内容について 

  農産物の検査として、県内産の野菜・果実を６、７月と１０月、県外

産の野菜・果実を６月と１２月、輸入の野菜・果実を７月と１２月に実

施しています。また、県内産の玄米についても新米の採れる９月に実施

しています。その他には牛乳について４月に実施しています。 

  検査は全部で５２品目、検査の項目数としては、約５３０９項目です。

 

４．農薬検査の検査方法について 

  食品衛生法で定められている、ガスクロマトグラフ質量分析計を使用

した検査方法で行っています。   

 

５．前年度の検査結果について 

 検査した５２品目のうち、県内産のトマト１品目からピリダベン、玄

米１品目からフェノブカルブ、県外産のニラ１品目からクレソキシムメ

チル、輸入レモン１品目からクロルピリホスが検出されましたが、いず

れも基準値以下で、安全性に問題はありませんでした。 

 なお、そのほかの農産物からは農薬は検出されませんでした。 

 

６．問題点と課題についての検討 

 脂質やアミノ酸を多く含む加工食品等の検査方法など。 

 


